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『
興
亜
』（
華
北
交
通
社
員
会
）解
題
・
細
目（
二
）

神
谷　

昌
史

3

芥
川
龍
之
介
「
三
右
衛
門
の
罪
」
に
お
け
る
近
代
的
主
体
の
揺
ら
ぎ（
上
）

　

―
志
賀
直
哉
「
范
の
犯
罪
」
と
の
比
較
を
通
し
て
―

本
庄
あ
か
ね

19

小
学
校
算
数
科
に
お
け
る
問
題
解
決
学
習
の
一
考
察

松
宮　

孝
明

（137）

主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
の
あ
る
国
語
科
の
指
導
に
つ
い
て

　

―
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
育
成
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
語
活
動
の
工
夫
を
通
し
て
―

松
宮　

孝
明

（127）

こ
れ
か
ら
の
道
徳
教
育
に
つ
い
て

　

―
様
々
な
体
験
活
動
と
関
連
づ
け
た
、
自
他
の
命
を
大
切
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
か
な
心
情
を
育
て
る
道
徳
教
育
の
実
践
―

松
宮　

孝
明

（117）

こ
れ
か
ら
の
社
会
科
の
指
導
に
つ
い
て

　

―
社
会
科
の
見
方
・
考
え
方
の
育
成
―

松
宮　

孝
明

（107）

「
幼
稚
園
教
育
指
導
要
領
」「
保
育
所
保
育
指
針
」

　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
比
較
検
討

　

―
「
幼
保
小
の
連
携
・
接
続
」
を
射
程
と
し
た
「
学
び
」
の
あ
り
方
―

雨
森　

雅
哉

山
﨑　

真
之

（89）

サ
ボ
ニ
ウ
ス
型
回
転
装
置
ま
わ
り
の
差
分
格
子
生
成
法

河
村　

哲
也

（75）

保
育
士
養
成
課
程
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
学
習
の
実
践

　

―
コ
ロ
ナ
禍
の
「
お
う
ち
で
ぶ
ん
ぶ
ん
ひ
ろ
ば
」
の
事
例
―

藤
本　

明
美

（61）

保
育
者
養
成
課
程
に
お
け
る
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
活
用
し
た
授
業
に
つ
い
て
の
検
討

　

―
経
験
学
習
サ
イ
ク
ル
モ
デ
ル
を
用
い
た
検
討
―

田
岡
紀
美
子

（51）

地
域
概
念
の
再
考
に
向
け
て

　

―
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
経
営
を
事
例
と
し
て
―

河
村　

悟
郎

（41）

保
育
職
を
目
指
す
学
生
が
抱
え
る
就
労
に
対
す
る
不
安
の
時
間
的
変
容

片
岡　
　

祥

（35）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
理
論
と
実
践

　

―
滋
賀
県
に
お
け
る
国
際
交
流
事
業
の
事
例
を
踏
ま
え
て
―

藤
山
あ
や
か

（25）

領
域
「
環
境
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察

伊
藤　

孝
子

（11）

小
学
校
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
の
在
り
方

　

―
探
究
的
な
学
習
の
推
進
の
必
要
性
を
考
え
る
―

前
田　

康
一

（1）
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